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FY胴11を用いた南アジア域における対流活動の
日変化及び水蒸気変動の解析
山崎信雄
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南縛20-30度におけるTBB最大・最小ピクセル値の経度幽時間断菌
.つ戸言問常務都宮溜渓：藩踊潟蝋智回酔
BOE 
2000間
January July 
使用したヂータ
0.25度グリッド GMS赤外ヒストグラムデー タ（1980陶2000)
＋ 
0.25度グリッド毎のM以／minTBBピクセル憶を抽出
エラー デー タ除去｛意外に多い）
1stと2ndlこ5K以上の差がある場合、2ndデー タを使用
↓ 
ヱラー デー タ除去
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TBS変換テーブル
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1980・2000年の各年
の北緯20-30度での
7月の最大ピクセル値
の時間(UTC）幽経度断面
ぷ織対λa、！1主：hγk論~ふI泌ぐ」付議い二：；，録h～，，必！ρぷi州i殺t誌込諸絞みぷ場ト常長泳. :i、A主紙総m” ～
南緯2（ト30度における19~0幽2000年
平均TBBmax/minの
時間（UTC）・経度断面
〈日平均からの鏑差で表示〉
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1987 
1月
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Max 
北綿30・35度における1980”2000年
平均TBBmax/minの
時間（UTC）・経度断面
（日平均からの偏差で表示〉
咽噂噌塑皆、さ~－：：γド＝,Piif!i平静
噌明轡留さ；：・pi,i:p'fl神宮F
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5仲5Sにおける1980”2000年平均
TBB max/minの
時間（UTC）鴨経度断面
（日平均からの偏差で表示〉
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まとめ
• TBBヒストグラムには変換テーブルの違いが影響する
場合（max/min）があるが、闇値別雲量には較正が正しい
限り影響ない。
掴 TBBmin dataについて調べた結果は、これまで、得られた
平均TBB、雲量日変化の傾向と矛盾しない。
周長期的傾向を論じるには、ヂータの品質について
詳細な検討が必要である。
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